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変更履歴 

 発行月 内容 

第 1 版 2011.7月 新規作成 

第 2 版 2011.9月 売上集計、HT処理追加、在庫調整 

第 3 版 2011.11月 全般的な画面・内容の追加・修正 

第 4 版 2011.11月 ラベル発行機能追加 

第 5 版 2012.10月 得意先マスタ・出荷先マスタ CSV取込・出力 

仕入先別売上一覧・売上データ CSV出力・商品別売上出力・ 

仕入データ CSV出力・出荷データ登録  追加 

第 6 版 2013.2月 XE-A407/417での使用に伴う機能追加 

CSVレイアウトの修正 

第 7 版 2014.5月 【Ver4.0対応】 

・機能内容に変更はありません 

・画面サイズ変更に伴い、画面・ボタンイメージを全体的に変更 

        

  （旧イメージ）         （新イメージ） 

 

第 7 版 2014.7月 画面全般を Ver4.0仕様へ変更（一部未対応部分あり） 
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＜CSV 処理＞ 

各マスタ(部門マスタ、商品マスタ、仕入先マスタ、得意先マスタ、出荷先マスタ、まとめ値引マスタ)は、 

CSV からの取込や CSVへ出力する事が出来ます。 

CSV 出力にて作成したファイルを自由に加工し、そのデータを CSV取込に使用する事が出来ます。 

 

 

1. CSV 出力 

(1)CSV 出力画面表示 

各マスタの  を押すと、CSV出力画面が表示されます。 

 

 

(2)CSV ファイルの保存 

赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、マスタの CSVファイルが作成されます。 
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2. CSV 取込 

Excelで作成した CSV ファイル、又は CSV出力で保存したファイルを 

マスタデータとして取込む事が出来ます。 

※注意 CSVファイルのレイアウトが間違っている場合は、取込エラーになります。 

 

(1)CSV 取込画面表示 

各マスタの  ボタンを押すと、CSV取込画面が表示されます。 

 

 

 

(2)CSV ファイル選択 

赤い○：矢印から CSVファイルが保存されているフォルダを選択します。 

青い○：取り込みを行う CSVファイルを選択します。 

緑の○：ボタンを押すと、CSVファイルの取込が開始されます。 

 

 

(3)取込完了 

正常に取込が完了した場合、以下のメッセージが表示されます。 
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(4)エラー時の処理 

エラーが発生した場合、以下のメッセージが表示され、エラーログが作成されます。 

エラーログは取込に使用した CSVファイルと同じフォルダ内に作成されます。 

 

エラーログの内容を確認し、CSVファイルを訂正した後、再度取込を行って下さい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

エラーログ 
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3. CSV レイアウト 

(1)仕入先マスタ CSV 

 

 

 

 

仕入先マスタ登録画面、仕入先マスタ CSVレイアウト(一部)は上記の並びになっています。 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[仕入先.CSV]の、 

赤い□[仕入先コード]を変更して使用して下さい。 

その他の部分は特に変更が無い場合、サンプルのまま使用し、 

仕入先マスタ画面で編集を行って下さい。 
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(2)部門マスタ CSV 

  ［レジタイプ：XE-A270/280］の画面 

 

 

  ［レジタイプ：XE-A407/417］の画面 

 

 

 

部門マスタ CSVファイルのレイアウトは、以下のような並びになっています。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

部門 

ｺｰﾄﾞ 
部門名 符号 単価 消費税 税区分 

登録 

ﾀｲﾌﾟ 

ﾃﾞｰﾀ 

ﾀｲﾌﾟ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

番号 

 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[部門.CSV]の 

赤い□[部門コード、部門名]を変更して使用して下さい。 

その他の部分は特に変更が無い場合サンプルのまま使用し、 

部門マスタ画面で編集を行って下さい。 
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(3)商品マスタ CSV 

 

 

 

商品マスタ CSVファイルのレイアウトは、以下のような並びになっています。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

商品 

ｺｰﾄﾞ 
商品名 単価 1 

部門 

ｺｰﾄﾞ 
登録ﾀｲﾌﾟ 

まとめ値

引番号 
仕入単価 在庫単価 入数 

主 

仕入先 

 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 

消費税 

(仕入) 

消費税 

区分 

(仕入) 

ｼｽﾃﾑ 

区分 

委託商品 

区分 
在庫管理 発注点 

適正 

在庫数 

ﾃﾞｰﾀ 

ﾀｲﾌﾟ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

番号 

ｺｰﾄﾞ 

識別 

＊⑳コード識別は、省略可 

 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[商品.CSV]の 

赤い□[商品コード、商品名、部門コード、主仕入先]を商品毎に変更して使用して下さい。 

その他の部分は特に変更が無い場合サンプルのまま使用し、 

商品マスタ画面で編集を行って下さい。 
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(4)得意先マスタ CSV 

 

 

得意先マスタ登録画面の並びと、得意先マスタ CSVファイルのレイアウトは、 

同じ並びになっています。 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[得意先.CSV]の 

赤い□ [得意先コード、得意先名、TEL、FAX、郵便番号、住所 1、住所 2]を 

得意先毎に変更して使用して下さい。 

 

(5)出荷先マスタ CSV 

 

 

 

出荷先マスタ登録画面の並びと、出荷先マスタ CSVファイルのレイアウトは、 

同じ並びになっています。 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[出荷先.CSV]の 

赤い□ [出荷先コード、出荷先名、TEL、FAX、郵便番号、住所 1、住所 2]を 

出荷先毎に変更して使用して下さい。 

 

(6)まとめ値引マスタ CSV 

 

 

 

 

まとめ値引登録画面の並びと、まとめ値引マスタ CSVファイルのレイアウトは、 

同じ並びになっています。 

CSVファイルを作成する場合は、サンプルファイル[まとめ値引き.CSV]の 

赤い□ [まとめ値引番号、まとめ値引名、数量、金額]をまとめ値引番号毎に 

変更して使用して下さい。 
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(7)CSV 編集時の注意点 

商品コード等に桁数の多い数値 (例[ 490123456789 ])は、 

Excelにてファイルを開くと[ 4.90123E+11 ]と変形し表示されてしまいます。 

書式を数値等に変更し、正しく表示された事を確認してから保存して下さい。 

 

(8)End レコード 

CSVファイルの最終行に紫の○：Eと書かれたレコードの右に数字が入っています。 

この数値は常に(赤い□、青い□、緑の□)の合計の行数を記入します。 

 

 

(9)取込順序 

商品マスタの CSV 取込は未登録の部門、仕入先が使用されると、 

取込エラーとなり取込が出来ないようになっています。 

① 部門マスタ 

② 仕入先マスタ 

③ 商品マスタ 

の順に取込を行って下さい。 
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＜発注処理＞ 

4. 発注データ登録 

発注伝票を作成、既に作成した伝票の編集を行います。 

 

発注伝票作成 

(1)発注データ登録画面 

メインメニューから  を押すと、 

発注データ登録画面が表示されます。 

 

 

 

他の発注伝票を開いている場合、 

     を押し、新規伝票作成を開始します。 
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(2)発注伝票ヘッダ 

 
 

赤い□：発注日と納品日を入力します。【入力必須】 

青い□：伝票を作成する担当者の担当者コードを入力します。【入力必須】 

緑の□：作成する発注伝票の伝票番号を入力します。 

 

(3)発注商品の選択 

発注データ登録画面下のボタンから 

 を押して、商品を選択します。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)を参照して下さい。 

 

(4)発注商品の情報入力 

 
 

 選択した商品が表示されます、選択内容を確認して下さい。 

① 商品の発注先(仕入先)が違う場合は変更します。 

 を押して、検索する事も可能です。 

仕入検索については＜仕入検索＞(P.30)を参照して下さい。 

 

② 商品の発注数を入力します。 

商品に入り数が設定されている場合は、箱数の入力が可能です。 

 

③ 仕入単価が違う場合は変更します。 

 

③  ②  

①  

file:///D:/@開発/cache_Compact_s/DOC/マニュアル/DOC/Compact%20V-ONEマニュアル(操作編).docx%23商品検索
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商品は仕入先毎に表示する事ができます。 

 

 

画面左の仕入先名称から仕入先を選択すると、 

紐付いている商品のみ表示させる事ができます。 

 

(5)行追加、行削除、伝票削除 

伝票に発注商品を追加する場合は、  を押します。 

商品未入力の行が追加されます。 

 を押し商品を選択する事で、 

直接商品が入力された行を追加する事も出来ます。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)を参照して下さい。 

 

伝票の発注商品を削除する場合は、 

削除する行を選択し  を押します。 

選択中の商品が削除されます。 

伝票自体を削除する時は、  を押します。 

表示されている伝票が削除されます。 

 

(6)登録 

明細入力終了後、  を押し、伝票を登録します。 

正常に登録出来た場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

エラーが出た場合、メッセージが表示されるので、 

内容を訂正し、再度登録を行って下さい。 

file:///D:/@開発/cache_Compact_s/DOC/マニュアル/DOC/Compact%20V-ONEマニュアル(操作編).docx%23商品検索
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(7)伝票検索 

既に登録済みで、【印刷未】と表示されている伝票を編集する場合は 

 を押すと、発注伝票検索画面が表示されます。 

 

 

 

 

 赤い□：検索表示する項目[発注日|納品日|入力日]を選択します。 

 青い□：赤い□で選択した項目の日付範囲を入力します。 

 緑の□：表示する担当者コードを入力します。 

 

いずれかの検索条件を入力後 PCの Enterキーを押します。 

検索条件の伝票のみ表示されます。 
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 抽出条件：[全て｜未発行]が選択できます。 

選択した条件の伝票のみ表示されます。 

 

表示されている伝票から編集する伝票を選択(赤い□)します。 

 

 

 選択中の情報が右ウィンドウに表示されます。 

 編集する伝票を選択し、 

 を選択します。 

 発注データ登録画面に戻ります。 

 

 選択した伝票が表示されるので編集終了後 

  を押し登録します。 

 

 既に印刷されている伝票の商品は 

 緑色で内容が表示され、赤い○の部分に済と表示されます 

 この伝票は編集する事が出来ません。 
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5. 発注伝票印刷 

発注データ登録にて登録した伝票を印刷できます。 

 

発注伝票印刷の流れ 

(1)発注データ印刷画面 

メインメニューから  を押すと、 

発注データ印刷画面が表示されます。 
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(2)検索 

 

 

 

 赤い□：項目[発注日|納品日|登録日]を選択します。 

 青い□：赤い□で選択した項目の範囲を入力します。 

 緑の□：仕入先を入力します。  が使用できます。 

仕入検索については＜仕入検索＞(P.30)参照して下さい。 

 紫の□：印刷検索条件を[全て|未印刷]選択します。 

 橙の□：伝票番号を入力します。 

 

 いずれかの検索条件を入力し PCの Enterキーを押します。 

検索条件の伝票のみ表示されます。 

 

(3)印刷設定 

印刷を行うプリンタの設定を行います。 

 

(4)発注伝票の選択 

表示されている伝票の中から印刷する伝票を選択します。 

 

 選択されている伝票は青く反転します。 

Ctrlキーを押しながら選択することで複数選択も可能です。 
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(5)プレビュー 

印刷する伝票を選択し  を押します 

 

 
 

プレビュー画面が表示されます。 

 

この内容で発注書を印刷する場合は を押して下さい。 

発注書が印刷されます。 

 

発注データ印刷から  を押した場合も 

発注書が印刷されます。 
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(6)印刷解除 

印刷した伝票は、発注データ登録画面では編集できません。 

印刷後に間違い等に気付いた場合は、印刷済み伝票を解除する事が出来ます。 

 

印刷を解除する伝票を選択し  を押して下さい。 

 

   

 

選択された伝票の印刷済み状態が解除されます。 
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＜仕入処理＞ 

6. 仕入伝票登録 

商品の仕入を行った時の伝票を作成します。 

 

仕入伝票登録の流れ 

(1)仕入伝票登録画面 

メインメニューから  を押すと、 

仕入データ登録画面が表示されます。 

 

 

 他の仕入伝票を開いている場合は 

 

 を押して新規伝票作成を開始します。 
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(2)仕入伝票ヘッダ 

 

 

 

赤い□：仕入先を入力します。  が使用できます。 

仕入検索については＜仕入検索＞(P.30)参照 

 

 青い□：仕入日と支払日を入力します【入力必須】。 

 緑の□：支払方法[現金|信用|掛|クレジット]を選択します。 

 紫の□：伝票番号を入力します。【未入力可】 

 

(3)仕入商品の選択 

 

 を押して商品を選択します。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)参照 

 

(4)仕入商品の情報入力 

 

 選択した商品が表示されているので、入力内容を確認します。 

① 仕入区分[仕入|返品]を選択します。 

② 商品の注文番号がある場合は入力します。 

③ 商品の仕入数を入力します。 

商品に入り数が設定されている場合は箱数での入力が可能です。 

④ 仕入単価が違う場合は変更します。 

 

②  
①  

③  
④  
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(5)行追加、行削除 

 

伝票に仕入商品を追加する場合は、  を押します。 

商品未入力の行が追加されます。 

 

 を押し商品を選択する事で直接商品が入力された行を追加する事も 

出来ます。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)参照して下さい。 

 

伝票の仕入商品を削除する場合は、 

削除する行を選択し  を押します。 

選択中の商品が削除されます。 

 

 表示されている、伝票を削除されます。 

 

(6)登録 

商品入力が終了したら 

 を押し、伝票を登録します。 

正常に登録出来た場合、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

エラーが出た場合、メッセージが表示されるので、 

内容を訂正し、再度登録を行って下さい。 

 

(7)伝票検索 

既に登録されている伝票を編集する場合は 

 を押すと、仕入伝票検索画面が表示されます。 

 

 

 



24 

 

 

 

 

 

 赤い□：検索する項目[仕入日|支払日]を選択します。 

 青い□：赤い□で選択した項目の日付範囲を入力します。 

 緑の□：検索する仕入先コードを入力します。 

 が使用できます。 

仕入先検索については＜仕入先検索＞(P.30)参照して下さい。 

 

いずれかの検索条件を入力し PCの Enterキーを押します。 

検索条件の伝票のみ表示されます。 

 

表示されている伝票から編集する伝票を選択(赤い□)します。 
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 を押します。 

 仕入データ登録画面に戻ります。 

 

 選択した伝票が表示されるので編集終了後 

  を押し登録します。 
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7. 仕入データ CSV 出力 

日付範囲内に仕入した商品のデータを出力します。 

 

(1)仕入データ CSV出力 

 

メインメニューからを  押すと、 

仕入データ CSV出力画面が表示されます。 

 

 

 

(2)出力条件 

 

 赤い□：指定範囲内の仕入商品データが出力されます。 

 青い□：条件の商品データを出力します。  

緑の□：条件の順序で商品データを出力します。 

 

(3)CSV 出力 

 を押すと、CSV出力先選択画面が表示されます。 
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赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、仕入データの CSVファイルが作成されます。 
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＜商品検索＞ 

8. 商品マスタ検索 

各伝票登録で使用出来る商品マスタ検索 

 

商品検索の流れ 

(1)各伝票登録等の作業にて 

 を押すと、商品マスタ検索画面が表示されます。 
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(2)抽出 (仕入先伝票登録の商品検索では抽出は使用できません) 

 

抽出条件[部門｜仕入先]から条件を選択します。 

 

画面左にあるウィンドウから仕入先別、部門別に商品を表示させる事ができます。 

 

(3)検索 

 

検索条件[商品ｺｰﾄﾞ|商品名]から検索条件を選択します。 

赤い□に検索する文字列を入力し、PCの Enterキーを押します。 

 

検索条件の商品のみ表示されます。 

 

 を押すと検索条件を解除します。 
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(4)選択 

右ウィンドウの商品欄から使用する商品を選択します。 

同時に複数選択する事も可能です。 

 

  

 を押すと、現在表示されている全ての商品を選択します。 

 

 を押すと、選択されている全て行を解除します。 

 

 を押すと、選択されている行のみを表示する事が出来ます。 

 

 を押すと、現在選択している商品が決定されます。 
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＜仕入先検索＞ 

9. 仕入先検索 

仕入先マスタの検索をします。 

 

仕入検索の流れ 

(1)各伝票登録等の作業にて 

 を押すと、仕入先マスタ検索画面が表示されます。 
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(2)検索 

 

検索条件[コード｜漢字 1|漢字 2｜カナ 1｜カナ 2]から 

検索する条件を選択します。 

赤い□に検索する文字列を入力し、 

PCの Enterキーか青い□の検索ボタンを押します。 

 

検索条件の仕入先のみ表示されます。 

 

青い□のリセットボタンを押すと検索条件がリセットされます。 

 

(3)選択 

仕入先欄から使用する仕入先を選択します 

 

  を押すと、現在選択している仕入先が決定されます。 
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＜棚卸処理＞ 

10. 棚卸表印刷 

棚卸をする商品一覧を印刷します。 

 

棚卸表印刷の流れ 

(1)棚卸一覧印刷画面 

メインメニューから  を押すと、 

 棚卸一覧印刷画面が表示されます。 

 

 

 



34 

 

(2)棚卸日、抽出条件選択 

 

 赤い□：棚卸を行う日付を入力します。 

 青い□：画面左ウィンドウに表示する抽出条件[部門｜仕入]を 

選択します。 

 緑の□：在庫データの並順の指定をします。 

 

(3)棚卸商品の選択 

 

画面左のウィンドウから棚卸を行う項目を選択します。 

※図は抽出条件[部門]を選択中の画面です。 

 

 

選択中の項目の商品は画面右のウィンドウに表示されます。 

 

〔全選択・全選択解除ボタン〕 

  現在表示している項目を全て選択します。 

 現在表示されている全ての項目の選択を解除します。 
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(4)棚卸表印刷 

選択されている項目の商品の棚卸表を印刷します。 

 を押すと 

棚卸表が印刷されます。 

 

印刷された項目は、印刷部分に済と表示されます。 
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11. 棚卸データの登録 

棚卸データ登録の流れ 

(1)棚卸データ登録画面 

メインメニューから  を押すと、 

棚卸データ選択画面が表示されます。 

 

 

 

から、表示する棚卸データの棚卸日の範囲入力します。 
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選択範囲の棚卸データが表示されます。 

棚卸登録を行うデータを選択し、  を押すと、 

 棚卸データ登録画面が表示されます。 
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(2)棚卸データ抽出、検索 

 

画面左の部門欄から表示させたい部門を選択します。 

紐づいている棚卸商品のみ表示します。 

 

 

検索条件[商品コード|商品名]を選択できます。 

赤い□の記入欄に検索文字を入力し PCの Enterキーを押します。 

検索条件で入力した文字列と合致する商品のみ表示されます。 

 

(3)棚卸商品の情報入力 

 
画面右商品一覧に表示されている商品に、 

棚卸数量を入力していきます。 

 

入力を全てリセットする場合は、 

 を押します。入力されている棚卸数を全てリセットします。 

 

棚卸数の入力完了後、 

 を押します、入力された棚卸数を登録します。 
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12. 棚卸データ集約 

※注意 棚卸確定処理は全ての棚卸作業終了後、行って下さい。 

確定処理後の修正、追加、変更は行えません。 

 

棚卸データ集約 

(1)棚卸データ集約画面 

 メインメニューから  を押すと、 

棚卸データ集約画面が表示されます。 
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(2)棚卸商品の検索、表示条件 

 

 赤い□：棚卸確定日と棚卸を行った期間を入力します。 

青い□：検索条件[商品コード|商品名]から検索する条件を選択し、 

検索する文字列を入力し、PCの Enterキーを押します。 

検索条件で入力した文字列と合致する商品のみ表示されます。 

 

緑の□：商品を表示する条件[全件表示|差数あり|差数無し|棚卸有り|棚卸無し] 

を選択します。 

【全件表示】棚卸範囲内の全ての商品を表示します。 

【差数あり】在庫数と棚卸数に差数がある商品のみ表示します。 

【差数無し】在庫数と棚卸数に差数が無い商品のみ表示します。 

【棚卸有り】棚卸範囲内に棚卸を行った商品のみ表示します。 

【棚卸無し】棚卸範囲内に棚卸を行って無い商品のみ表示します。 

 

(3)棚卸数処理設定 

 

【在庫数を全て 0 反映する】 

棚卸を行っていない商品は、在庫数の有無を無視し’0’で登録します。 

【在庫数をそのまま残す】 

棚卸を行っていない商品は、在庫数を反映します。 
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(4)棚卸データ修正 

 

画面左ウィンドウにて棚卸が行われている商品を選択します。 

 

在庫数：現在の在庫数です。 

棚卸数：棚卸を行った数です。 

差数：在庫数と棚卸数の差数です。 

売上数：棚卸期間内に行われた売上数です。 

仕入数：棚卸期間内に行われた仕入数です。 

 

画面右ウィンドウに選択した商品の棚卸情報が表示されます。 

 

選択商品の在庫数を修正する場合は、画面右の赤い□部分から修正する事が出来ます。 

棚卸数修正後、  を押して棚卸数を登録します。 

 

(5)棚卸データ確定 

 を押して棚卸データを確定します。 

データ確定後の棚卸数の修正はできません。 
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13. 在庫検索 

(1)在庫検索 

メインメニューから  を押すと、 

在庫検索一覧画面が表示されます。 
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(2)表示条件 

 

 画面上部表示条件より画面に表示する条件を設定します。 

 赤い□：指定範囲内で売上が無い商品を表示します。 

 青い□：発注点割れしている商品を表示します。 

 緑の□：在庫が存在する商品を表示します。 

  

 複数の選択が可能です。 

選択した項目に全て該当する商品のみ表示します。 

 

(3)抽出条件、検索条件 

 

画面上部抽出条件、検索条件より画面に表示する商品の条件入力します。 

赤い□：画面左に表示する商品抽出条件[部門｜仕入先]を選択します。 

青い□：検索条件[商品ｺｰﾄﾞ|商品名]から検索する条件を選択します。 

緑の□に検索する文字列を入力し、PCの Enterキーを押します。 

  

(4)表示順指定 

 
表示順指定より画面に表示する商品の表示順番を設定できます。 

 

[商品コード順に表示]商品コードを昇順で表示させます。 

[部門コード順に表示]部門コードを昇順で表示させます。 

[仕入先コード順に表示]仕入先コードを昇順で表示させます。 

 

 



44 

 

(5)在庫数、発注点数 

 

画面右ウィンドウの商品一覧にて、 

在庫数(赤い□)と発注点在庫(青い□)が確認できます。 

 

 を押すと、 

現在表示している商品の CSVファイルの出力するが出来ます。 

 

 

14. 在庫調整 

(1) 在庫調整 

※このプログラムはメニュー項目には表示されていません※ 

 

このプログラムは在庫データの書き換えを行います。 

この処理を行いますと書き換え以前のデータの履歴が無いため 

復元不可能となってしまいます。 

 

その為在庫調整を行う必要がある場合は、製造元へご連絡を下さい。 
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赤い□：現在の現在庫数が表示されます 

青い□：変更したい実在庫数を入力します。 

緑の□：差異数量( 実在庫数 - 現在庫数 )が表示されます。 

 

(2) CSV 取込 

 を押すと CSV取込画面が表示されます 
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赤い○：矢印から CSVファイルが保存されているフォルダを選択します。 

青い○：取り込みを行う CSVファイルを選択します。 

緑の○：ボタンを押すと、CSVファイルの取込が開始されます 

 

CSV形式 

 
『商品コード,数量』の形式の CSVデータを作成して下さい。 
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＜出荷処理＞ 

15. 出荷データ登録 

出荷データの伝票を作成します。 

 

出荷データ登録の流れ 

(1)出荷データ登録画面 

メインメニューから  を押すと、 

出荷データ登録画面が表示されます。 

 
 

 他の仕入伝票を開いている場合は 

 を押して新規伝票作成を開始します。 
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(2)出荷データ登録（伝票ヘッダ） 

 

 

赤い□：出荷先を入力します。  が使用できます。 

出荷検索については＜仕入検索＞(P.25)参照 

 青い□：出荷日と伝票番号・備考を入力します【出荷日のみ入力必須】 

 

(3)出荷商品の選択 

 を押して商品を選択します。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)参照 

 

(4)出荷商品の情報入力 

 

 

 選択した商品が表示されているので、入力内容を確認します。 

⑤ 商品マスタに登録されている商品コードを入力します。 

商品検索より選択した場合は自動に表示されます。 

⑥ 商品マスタに登録されている商品名が自動表示されます。（入力不可） 

⑦ 商品の入数を入力します。 

商品に入り数が設定されている場合は箱数での入力が可能です。 

⑧ 数量を入力します。 

 

 

⑦  ⑧  ⑥  ⑤  
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(5)行追加、行削除 

伝票に出荷商品を追加する場合は、  を押します。 

商品未入力の行が追加されます。 

 

 を押し商品を選択する事で直接商品が入力された行を追加する事も 

出来ます。 

商品検索については＜商品検索＞(P.27)参照して下さい。 

 

伝票の出荷商品を削除する場合は、 

削除する行を選択し  を押します。 

選択中の商品が削除されます。 

 

 表示されている、伝票を削除されます。 

 

(6)登録 

商品入力が終了したら 

 を押し、伝票を登録します。 

正常に登録出来た場合、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

エラーが出た場合、メッセージが表示されるので、 

内容を訂正し、再度登録を行って下さい。 

 

(7)伝票検索 

既に登録されている伝票を編集する場合は 

 を押すと、出荷伝票検索画面が表示されます。 
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 赤い□：出荷日範囲を選択します。 

 青い□：検索する出荷先コードを入力します。 

 

 が使用できます。 

出荷先検索については＜出荷先検索＞(P.51)参照して下さい。 

 

いずれかの検索条件を入力し PCの Enterキーを押します。 

検索条件の伝票のみ表示されます。 

 

表示されている伝票から編集する伝票を選択(赤い□)します。 

file:///D:/@開発/cache_Compact_s/DOC/マニュアル/DOC/Compact%20V-ONEマニュアル(操作編).docx%23出荷先検索
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 を押します。 

 出荷データ登録画面に戻ります。 

 

 選択した伝票が表示されるので編集終了後 

 を押し登録します。 

 

(8)出荷先検索 

 を押して出荷先を選択します。 

出荷先検索については＜出荷先検索＞(P.51)参照 

 

file:///D:/@開発/cache_Compact_s/DOC/マニュアル/DOC/Compact%20V-ONEマニュアル(操作編).docx%23出荷先検索
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＜出荷先検索＞ 

16. 出荷先検索 

出荷先マスタの検索をします。 

 

出荷先検索の流れ 

(1)各伝票登録等の作業にて 

 を押すと、出荷先マスタ検索画面が表示されます。 

 

 

(2)検索 

 

検索条件[コード｜名称]から検索する条件を選択します。 

赤い□に検索する文字列を入力し、 

PCの Enterキーか青い□の検索ボタンを押します。 
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検索条件の出荷先のみ表示されます。 

 

青い□のリセットボタンを押すと検索条件がリセットされます。 

 

(3)選択 

出荷先欄から使用する仕入先を選択します 

 

  を押すと、現在選択している出荷先が決定されます。 
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＜売上集計＞ 

17. 売上日報 

(1) 売上日報 

メインメニューから  を押すと 

売上日報画面が表示されます。 

 

 

(2) 表示条件 

 

 画面上部表示条件より画面に表示する条件を設定します。 

 赤い□：指定範囲内の売上が表示されます。 

 青い□：レジ番号を設定します。 

 緑の□：清算日が単一の日付であり、レジ Noが 0(全レジ合算)以外の場合、 

清算回数が表示されます、清算回数を設定します。 
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(3) 売上日報印刷 

表示されている売上日報を印刷します。 

 

 を押すと 

売上日報表が印刷されます。 

 

(4) CSV 出力 

 を押すと、CSV出力画面が表示されます。 

 

赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、売上日報の CSVファイルが作成されます。 
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18. 売上集計表印刷 

(1) 売上集計表 

メインメニューから  を押すと、 

売上集計表印刷画面が表示されます。 

 

 

(2) 印刷条件 

 

 赤い□：指定範囲内の売上が印刷されます。 

 青い□：部門別、PLU/JAN別売上を印刷します。 

 

 

(3) 時間帯設定 

売上集計印刷にて表示する時間帯の初期設定を行います。（必須項目です） 

 を押すと、 

帳票出力時間帯設定画面が表示されます。 
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 を押して売上時間・精算時間の範囲設定を画面の通り設定します。 

開始時間「00:00」 

終了時間「24:00」 

帳票タイトル「初期設定」（精算時間設定では、備考欄になります） 

 を押します。 

 

 

(4) 部門設定 

部門別売上集計印刷にて表示する部門の設定を行います。 

 を押すと、 

帳票出力部門設定画面が表示されます。 
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① 部門別印刷項目 

 

赤い□：抽出項目のタイトルを入力します。 

青い□：出力内容[選択値｜その他]から出力する内容を選択します。 

  選択値は抽出項目にセットされた内容です。 

  その他は選択値にて抽出されて無い内容です。 

 緑の□：出力区分[部門｜PLU-JAN]から出力したい区分を選択します。 
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② 項目選択 

 

 

 部門別印刷項目にて選択している項目に対して、抽出する項目を設定します。 

 選択値より抽出したい項目を抽出項目までドラッグ＆ドロップ(※)します。 

 抽出する項目を全て選択後、  を押します。 

 

 

 ※ドラッグ＆ドロップ 

選択値の項目の上でマウスのボタンを押し、そのままの状態でマウスを移動(ドラッグ)させ、  

抽出項目でマウスのボタンを離す(ドロップ)こと。 

 

(5) 印刷 

 を押すと、印刷プレビュー画面が表示されます。 

 を押すと、選択されている条件の帳票が印刷されます。 

 

 

ドラッグ＆ドロップ 
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(6) CSV 出力 

 を押すと、CSV出力先設定・確認画面が表示されます。 

 を押すと、CSV出力先選択画面が表示されます。 

 

CSVを出力するフォルダを選択し、OKボタンを押します。 

 

 を押すと、CSV設定にて指定したフォルダへ CSVが出力されます。 
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19. 仕入先別売上一覧 

(1) 仕入先別売上一覧 

メインメニューから  を押すと 

売上日報画面が表示されます。 

 

 
 

(2) 表示条件 

 
 赤い□：指定範囲内の売上が表示されます。 

 青い□：条件の商品を表示します。  

緑の□：条件の商品を表示します。 
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仕入先名称の仕入先を選択時、その仕入先商品のみが表示されます。 

 

(3) 検索条件 

 

入力された条件の商品が表示されます。 

 

(4) 印刷 

 を押すと、選択されている条件の帳票が印刷されます。 

 

(5) CSV 出力 

 を押すと、CSV出力先選択画面が表示されます。 

 

赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、売上日報の CSVファイルが作成されます。 
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20. 売上データ CSV 出力 

(1) 売上データ CSV 出力 

メインメニューから  を押すと 

売上データ CSV出力画面が表示されます。 

 

 

 

 

(2) 出力条件 

 

 赤い□：指定範囲内の売上データが出力されます。 

 青い□：条件の売上データを出力します。  

緑の□：条件の順序にて売上データを出力します。 

 

 

(3) CSV 出力 

 を押すと、CSV出力先選択画面が表示されます。 
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赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、売上データの CSVファイルが作成されます。 
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21. 商品別売上データ出力 

(1) 商品別売上データ出力 

メインメニューから  を押すと 

商品別売上データ出力画面が表示されます。 

 

 

 

 

(2) 出力条件 

 

 青い□：条件の売上データを出力します。  

緑の□：条件の端数処理設定にて売上データを出力します。 

 

    

 赤い□：指定月の売上データが月報として出力されます。 
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 赤い□：指定日付の売上データが日報として出力されます。 

 

(3) CSV 出力 

 を押すと、CSV出力先選択画面が表示されます。 

 

赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○：保存ボタンを押すと、売上データの CSVファイルが作成されます。 

 

※日報も同様です。 

 

(4) 印刷 

 を押すと、選択されている条件の帳票が印刷されます。 

(5) プレビュー 

 を押すと、選択されている条件の帳票のプレビューが表示されます。 
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＜HT 処理＞ （●オプション機能●） 

22. HTデータ送信処理 

HTにマスタデータやアプリケーションデータを送信する為の処理です。 

 

(1) HTマスタ送信画面 

メインメニューから  を押すと、 

HTマスタ送信画面が表示されます。 
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(2) 接続テスト 

HT本体をクレイドルへ置いた状態で  を押すと、 

現在通信可能な HT が画面に表示されます。 

 

 

(3) アプリ送信 

HT本体をクレイドルへ置いた状態で  ボタンを押すと 

 アプリケーションデータを HTに送る事が出来ます。 

 送信処理が完了すると下の様な画面が表示されます。 
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(4) マスタ作成 

 を押すと、HTマスタ作成画面が表示されます。 

 
 

作成したいマスタのチェックボックスにチェックを入れた状態で 

 を押します。 

正常にマスタが作成された場合、下の様な画面が表示されます。 
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(5) マスタ送信設定 

 を押すと、マスタ送信設定画面が表示されます。 

 

HTに送信したいマスタにチェックを入れ  を押します 

 マスタ送信設定登録されます。 
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(6) マスタ送信 

HT本体をクレイドルへ置いた状態で  ボタンを押すと、 

 マスタデータを HT に送る事が出来ます。 

 送信処理が完了すると次の様な画面が表示されます。 
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23. HT データ受信処理 

HTで入力したデータを PC に取込為の処理です。 

 

(1)HTデータ受信処理画面 

 メインメニューから  を押すと、 

HTデータ受信処理画面が表示されます。 

 

  (2)接続テスト 

 HT本体をクレイドルへ置いた状態で  を押すと、 

 現在通信可能な HT が画面に表示されます。 
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    (3)データ受信 

 HT本体をクレイドルへ置いた状態で  を押すと、 

 通信可能な HTがある場合は、その HTから各作業のデータの受信が行われます。 

 

 受信処理終了後、下の様な画面が表示されます。 

 

 

 内容項目の左側に各 HT処理の名称が表示されます。 

 右側には各処理毎の受信処理の結果が表示されます。 

 

 赤い□：正常にデータ取込が行われたときに表示されます。 

 青い□：データ内容に異常がある場合に表示されます。 

   エラー処理一覧よりエラーを修正後再取込を行って下さい。 

 緑の□：受信するデータが無い場合に表示されます。 
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24. HT エラー処理一覧 

HT受信処理データ受信処理にて入力データの取込時に発生したエラーの修正を行う処理です。 

 

(1)HT エラー処理一覧 

 メインメニューから  を押すと、 

HTエラー処理一覧画面が表示されます。 

 

 検索表示条件 

 

 赤い□：HTデータ受信処理よりデータの取込を行った日付範囲を入力します。 

 青い□：チェックの付いている業務のみ表示します。 
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(2)売上再取込処理 

 エラー処理一覧から再取込を行いたい売上レコードを選択し、 

 を押します。 

 

売上再取込処理画面が表示されます。 

 

 

 赤い□：エラーの存在するレコードが赤く表示されます。 

 青い□：選択されている行のエラー内容が表示されます。 

 

 エラーを修正し、 を押します。 

 エラーが全て修正されると を押せるようになるので、再取込を実行します。 
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(3)仕入再取込処理 

エラー処理一覧から再取込を行いたい仕入レコードを選択し、 

を押します。 

 

仕入再取込処理画面が表示されます。 

 

 

 赤い□：エラーの存在するレコードが赤く表示されます。 

 青い□：選択されている行のエラー内容が表示されます。 

 

 エラーを修正し、 を押します。 

 エラーが全て修正されると を押せるようになるので、再取込を実行します。 
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(4)棚卸再取込処理 

エラー処理一覧から再取込を行いたい棚卸レコードを選択し、 

を押します。 

 

棚卸再取込処理画面が表示されます。 

 

 

 赤い□：エラーの存在するレコードが赤く表示されます。 

 青い□：選択されている行のエラー内容が表示されます。 

 

 エラーを修正し、 を押します。 

 エラーが全て修正されると を押せるようになるので、再取込を実行します。 
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(5)発注再取込処理 

エラー処理一覧から再取込を行いたい発注レコードを選択し、 

を押します。 

 

発注再取込処理画面が表示されます。 

 

 

 赤い□：エラーの存在するレコードが赤く表示されます。 

 青い□：選択されている行のエラー内容が表示されます。 

 

 

 エラーを修正し、 を押します。 

 エラーが全て修正されると を押せるようになるので、再取込を実行します。 
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(6)削除処理 

 を押すと削除対象に設定されている行を削除します。 

 を押すと現在表示されている明細を削除します。 
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＜ラベル発行＞（●オプション機能●） 

25. ラベル設定（ラベルレイアウト設定） 

メインメニューから  を押すと、 

ラベルレイアウト設定画面が表示されます。 

 

 各種シートに合わせたラベルフォーマットの作成を行います。 

 画面は初期設定されているラベルフォーマット（６５面）の内容です。 

 

 

 赤い□：設定されているラベルフォーマットが表示されます。 

 青い□：ラベルの印字レイアウトの設定を行います。（マウスのドラックで移動可能） 

 緑の□：ラベルの印字イメージが表示されます。 

 オレンジの□：ラベルの印字項目の設定を行います。 

 

（1） ラベルの印字項目の設定 

  押して編集可とします。（画面表示時は編集不可となっています。） 
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画面左の表形式リスト 

【項目/データ】設定可能な項目がリストに表示されます。 

   ・項目・データ・計算・白枠 

   ・画像・画像パス（※現在未対応） 

【項目名】項目/データで選択した内容によって設定値が変わります。 

      ・項目を選択した時は、[項目名]を入力します。 

      ・データを選択した時は、▼リストより[商品マスタのデータ]を選択します。 

      ・計算を選択した時は、画面右下に[固定値／計算値]の欄に計算式を入力します。 

 ボタンを押すことで、マスタの内容(単価等)を計算に使用する事が出来ます。 

【使用する・使用しない】レイアウトに▼リストより[使用する・使用しない]を選択します。 
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＜各マスタ CSV レイアウト＞ 

各 CSVファイルは、「開始行・ヘッダ行・明細行・終了行」で指定します。 

開始行と終了行は、全ての CSVで共通です。 

ヘッダ行、明細行は、それぞれのマスタに合わせて作成してください。 

(インストールフォルダ\CSVに各マスタのサンプル CSVが格納されています) 

桁数は「半角」です。全角の場合は、半分の桁数になります。 

 

開始行 S,YYYYMMDD,HHMMSS 

ヘッダ行 ﾚｺｰﾄﾞ識別,･･･ 

明細行 D,･･･ 

： D,･･･ 

：  

終了行 E,999 

 

＊取込順序＊ 

商品マスタの CSV 取込は未登録の部門、仕入先が使用されると、 

取込エラーとなり取込が出来ないようになっています。 

① 部門マスタ 

② 仕入先マスタ 

③ まとめ値引マスタ 

④ 商品マスタ 

の順に取込を行って下さい。 
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＜マスタ共通＞ 

［開始行］ 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 1 “S”固定 

作成日 数値 8 作成日を“YYYYMMDD”形式でセット 

作成時間 数値 6 作成時間を“HHMMSS”形式でセット 

 

［終了行］ 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 1 “E”固定 

件数 数値 5 件数をセット。柱番号からマイナス 1した数をセットします 

 

 

 



84 

 

＜部門マスタ＞ 『部門マスタ.CSV』を参照してください。 

［ヘッダ行］ヘッダ行は項目名称をそのままセットしてください。 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 － 「レコード識別」をセット 

店舗コード 文字 － 「店舗コード」をセット 

部門コード 文字 － 「部門コード」をセット 

部門名 文字 － 「部門名」をセット 

符号 文字 － 「符号」をセット 

単価 文字 － 「単価」をセット 

消費税 文字 － 「消費税」をセット 

税区分 文字 － 「税区分」をセット 

登録タイプ 文字 － 「登録タイプ」をセット 

データタイプ 文字 － 「データタイプ」をセット 

グループ番号 文字 － 「グループ番号」をセット 

 

［明細行］ 

項目名称 データ型 必須 桁数 内容 

レコード識別 文字 必須 1 “D”固定 

店舗コード 数値 必須 3 店舗マスタで登録したコードをセット 

部門コード 数値 必須 2 部門コードを 1～20以内でセット 

部門名 文字 必須 16 部門名称をセット。全角の場合は 8文字以内。 

符号 数値 必須 1 “0”固定(未使用項目) 

単価 数値 必須 6 部門単価をセット。指定しない場合は“0”をセット 

桁区切りの「,」は入力しないでください 

消費税 数値 必須 1 消費税区分をセット(通常“1”をセット) 

1:消費税 1／2:消費税 2 

税区分 数値 必須 1 税区分をセット(通常“1”をセット) 

1:内税／2:外税／3:非課税 

登録タイプ 数値 必須 1 登録タイプをセット(通常“1”をセット) 

1:オープン＆プリセット／2:プリセット／ 

3:オープン／4:禁止 

データタイプ 数値 必須 1 データタイプをセット 

1:新規／2:更新 

グループ番号 数値 必須 2 部門グループコードをセット 

1～9:プラス部門／10:マイナス部門／ 

11:プラス雑部門／12:マイナス雑部門 
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＜仕入マスタ＞ 『仕入マスタ.CSV』を参照してください。 

［ヘッダ行］ヘッダ行は項目名称をそのままセットしてください。 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 － 「レコード識別」をセット 

店舗コード 文字 － 「店舗コード」をセット 

仕入先コード 文字 － 「仕入先コード」をセット 

仕入先区分 文字 － 「仕入先区分」をセット 

仕入先名 1 文字 － 「仕入先名 1」をセット 

仕入先名 2 文字 － 「仕入先名 2」をセット 

仕入先カナ 1 文字 － 「仕入先カナ 1」をセット 

仕入先カナ 2 文字 － 「仕入先カナ 2」をセット 

部署名 文字 － 「部署名」をセット 

担当者名 文字 － 「担当者名」をセット 

電話番号 文字 － 「電話番号」をセット 

FAX 番号 文字 － 「FAX番号」をセット 

携帯番号 文字 － 「携帯番号」をセット 

郵便番号 文字 － 「郵便番号」をセット 

都道府県 文字 － 「都道府県」をセット 

市区町村 文字 － 「市区町村」をセット 

番地 文字 － 「番地」をセット 

ビルアパート名 文字 － 「ビルアパート名」をセット 

E-Mail 文字 － 「E-Mail」をセット 

税込区分(仕入税) 文字 － 「税込区分(仕入税)」をセット 

端数処理(仕入税) 文字 － 「端数処理(仕入税)」をセット 

端数対象桁(仕入税) 文字 － 「端数対象桁(仕入税)」をセット 

端数処理(仕入金額) 文字 － 「端数処理(仕入金額)」をセット 

端数対象桁(仕入金額) 文字 － 「端数対象桁(仕入金額)」をセット 

税通知(仕入金額) 文字 － 「税通知(仕入金額)」をセット 

締日 文字 － 「締日」をセット 

支払月 文字 － 「支払月」をセット 

支払日 文字 － 「支払日」をセット 

請求先コード 文字 － 「請求先コード」をセット 

データタイプ 文字 － 「データタイプ」をセット 
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［明細行］ 

項目名称 データ型 必須 桁数 内容 

レコード識別 文字 必須 1 “D”固定 

店舗コード 数値 必須 3 店舗マスタで登録したコードをセット 

仕入先コード 数値 必須 13 仕入先コードをセット 

仕入先区分 数値 必須 1 仕入先区分をセット(通常“0”をセット) 

0:通常／1:委託 

仕入先名 1 文字 必須 36 仕入先名をセット 

仕入先名 2 文字 － 36 仕入先名をセット 

仕入先カナ 1 文字 － 18 仕入先カナを半角カナでセット 

仕入先カナ 2 文字 － 18 仕入先カナを半角カナでセット 

部署名 文字 － 60 部署名をセット 

担当者名 文字 － 40 担当者名をセット 

電話番号 文字 － － 電話番号をセット 

FAX 番号 文字 － － FAX番号をセット 

携帯番号 文字 － － 携帯番号をセット 

郵便番号 数値 － 7 郵便番号をハイフンを付けずにセット 

都道府県 文字 － － 都道府県をセット 

市区町村 文字 － － 市区町村をセット 

番地 文字 － － 番地をセット 

ビルアパート名 文字 － － ビルアパート名をセット 

E-Mail 文字 － － E-Mailをセット 

税込区分(仕入税) 数値 必須 1 税込区分(仕入税)をセット 

0:税抜き／1:税込み／9:商品優先 

端数処理(仕入税) 数値 必須 1 端数処理(仕入税)をセット 

0:四捨五入／1:切上／2:切捨 

端数対象桁(仕入税) 数値 必須 1 端数対象桁(仕入税)をセット 

(通常“1”をセット) 

1:1／2:10／3:100／4:1,000／5:10,000／ 

6:100,000 

端数処理(仕入金額) 数値 必須 1 端数処理区分(仕入金額)をセット 

0:四捨五入／1:切上／2:切捨 

端数対象桁(仕入金額) 数値 必須 1 端数対象桁(仕入金額)をセット 

(通常“1”をセット) 

1:1／2:10／3:100／4:1,000／5:10,000／ 

6:100,000 

税通知(仕入金額) 数値 必須 1 税通知(仕入金額)をセット(通常“3”をセット) 

1:免税／2:請求／3:伝票／4:明細 
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締日 数値 必須 2 締日をセット(通常“0”をセット) 

0:都度／1～31:日付指定／99:末日 

支払月 数値 必須 2 支払月をセット(通常“99”をセット) 

0～98:月指定／99未設定 

支払日 数値 必須 2 支払日をセット(通常“99”をセット) 

0～98:日指定／99未設定 

請求先コード 数値 必須 13 請求先コードをセット 

(通常“仕入先コード”をセット) 

データタイプ 数値 必須 1 データタイプをセット 

1:新規／2:更新 
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＜まとめ値引マスタ＞ 『まとめ値引マスタ.CSV』を参照してください。 

［ヘッダ行］ヘッダ行は項目名称をそのままセットしてください。 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 － 「レコード識別」をセット 

店舗コード 文字 － 「店舗コード」をセット 

まとめ値引番号 文字 － 「まとめ値引番号」をセット 

まとめ値引名 文字 － 「まとめ値引名」をセット 

数量 文字 － 「数量」をセット 

金額 文字 － 「金額」をセット 

データタイプ 文字 － 「データタイプ」をセット 

 

［明細行］ 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 1 “D”固定 

店舗コード 数値 3 店舗マスタで登録したコードをセット 

まとめ値引番号 数値 2 まとめ値引コードを 1～30以内でセット 

まとめ値引名 文字 16 まとめ値引名をセット。全角の場合は 8文字以内。 

数量 数値 2 まとめ対象の数量をセット 

金額 数値 6 まとめた金額をセット 

桁区切りの「,」は入力しないでください 

データタイプ 数値 1 データタイプをセット 

1:新規／2:更新 
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＜商品マスタ＞ 『商品マスタ.CSV』を参照してください。 

［ヘッダ行］ヘッダ行は項目名称をそのままセットしてください。 

項目名称 データ型 桁数 内容 

レコード識別 文字 － 「レコード識別」をセット 

店舗コード 文字 － 「店舗コード」をセット 

商品コード 文字 － 「部門コード」をセット 

商品名 文字 － 「部門名」をセット 

単価 1 文字 － 「符号」をセット 

部門コード 文字 － 「単価」をセット 

登録タイプ 文字 － 「登録タイプ」をセット 

まとめ値引番号 文字 － 「消費税」をセット 

仕入単価 文字 － 「仕入単価」をセット 

在庫単価 文字 － 「在庫単価」をセット 

入数 文字 － 「入数」をセット 

主仕入先 文字 － 「主仕入先」をセット 

消費税(仕入) 文字 － 「消費税(仕入) 」をセット 

消費税区分(仕入) 文字 － 「消費税区分(仕入) 」をセット 

システム区分 文字 － 「システム区分」をセット 

委託商品区分 文字 － 「委託商品区分」をセット 

在庫管理 文字 － 「在庫管理」をセット 

発注点 文字 － 「発注点」をセット 

適正在庫数 文字 － 「適正在庫数」をセット 

データタイプ 文字 － 「データタイプ」をセット 

 

［明細行］ 

項目名称 データ型 必須 桁数 内容 

レコード識別 文字 必須 1 “D”固定 

店舗コード 数値 必須 3 店舗マスタで登録したコードをセット 

商品コード 数値 必須 13 商品コードをセット 

商品名 文字 必須 16 商品名称をセット。全角の場合は 8文字以内。 

単価 1 数値 必須 6 商品単価をセット。 

(指定しない場合は“0”をセット) 

桁区切りの「,」は入力しないでください。 

部門コード 数値 必須 2 部門マスタに登録されている部門コードを 

セットします 

登録タイプ 数値  1 登録タイプをセット(通常“1”をセット) 

1:オープン＆プリセット／2:プリセット／ 

3:オープン／4:禁止 
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まとめ値引番号 数値 必須 1 まとめ値引マスタに登録されている 

まとめ値引番号をセットします 

(まとめ値引対象でない場合は“0”をセット) 

仕入単価 数値 必須 6 仕入単価を入力します 

(仕入単価の指定が無い場合は“0”をセット) 

在庫単価 数値 必須 6 在庫単価を入力します 

(在庫単価の指定が無い場合は“0”をセット) 

入数 数値 必須 3 入数をセットします(通常“0”をセット) 

主仕入先 数値 必須 13 仕入先マスタに登録されている仕入先コードを 

セットします 

消費税(仕入) 数値 必須 1 仕入に対する消費税区分をセット 

0:非課税／1:内税／2:外税 

消費税区分 

(仕入) 

数値 必須 1 仕入対する消費税区分をセット 

(通常“1”をセット) 

1:消費税 1／2:消費税 2 

システム区分 数値 必須 1 システム区分をセットします 

(通常“0”をセット) 

0:共通／1:販売専用／2:仕入専用／3未使用 

委託商品区分 数値 必須 1 委託商品区分をセットします(通常“0”をセット) 

0:通常商品／1:委託商品 

在庫管理 数値 必須 1 “1”固定 

適正在庫数 数値 必須 1 “0”固定 

データタイプ 数値 必須 1 データタイプをセット 

1:新規／2:更新 

コード識別 数値 － 1 コード識別をセット(未入力時は「自動計算」) 

1:PLU／2:UPC-E／3:JAN8／4:UPC-A／5:JAN13 

 

＊CSV編集時の注意点＊ 

商品コード等に桁数の多い数値 (例[ 490123456789 ])は、 

Excelにてファイルを開くと[ 4.90123E+11 ]と変形し表示されてしまいます。 

書式を数値等に変更し、正しく表示された事を確認してから保存して下さい。 

 


